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要旨
汚れが目立つ時がある菊池川を水の浄化作用のある硝化菌によってきれいにしたいと思い、硝化菌や菊池川について調べることにした。
硝化菌は水の浄化作用に適切なpHや温度があり、pH試験や水系別データなどから菊池川の水は硝化菌にとって過ごしやすいpH、温度
であることがわかった。今後は崇城大学生物生命学部生物生命学科の長濱一弘先生にご協力していただき、菊池川の水質向上に努めて
いきたい。

研究背景

汚れの目立つ時がある菊池川を硝化菌を使ってきれいな川に

したいと思ったから

研究方法
①硝酸菌、亜硝酸菌の特徴をインターネットで調べる
②菊池川の水質を調査する

結果・考察

引用:KCRセンターHP

アンモニアによって汚れた水をきれいにすると言われている硝化
菌反応
☆化学反応式
亜硝酸菌の生物酸化反応
2NH₄⁺ +O ₂→2NO ₂⁻ +2H ₂ O+4H ⁺
この反応で発生した亜硝酸態窒素を硝酸菌が生物酸化する
硝酸菌の生物酸化反応
2NO₂⁻ +O ₂→2NO ₃⁻

【硝酸菌、亜硝酸菌の特徴】
● 浮遊性
● 分裂で殖える
● 水分が必要
● 無機の炭素がご飯
● 水温、pHによって活動が左右される
● アンモニアの酸化に大量の酸素が必要

このことから、菊池川の水は亜硝酸菌や硝酸菌にとって良い環
境か疑問に思ったため、実験からpH、水温を調査した。

　　　　実験:pH試験紙でのpH測定結果

菊池川、その周辺の川、水道水のpHは、

写真のとおり全て中性になり亜硝酸菌、硝酸菌の最適pHは6.5
〜8.5なため、暮らしやすいpHだとわかった。

　　　　　　菊池川の水系別データ

さらに、上記の菊池川の水系別データによると水温の項目が7
月26.4℃と適温が20℃〜30℃の硝化菌には暮らしやすく、反
応しやすい温度だとわかった。
しかし、長濱一弘先生によると、硝化菌が反応を起こすには酸
素が必要だが、多すぎても死んでしまうことがわかった。

今後の展望
菊池川は硝酸菌や亜硝酸菌が暮らしやすい環境であることが
わかった。
今後は、実際に硝化菌を使用しての実験や閉鎖性水域の水質
のパックテストをして、菊池川の水質向上に努めていきたい。
また、長濱一弘先生に中間発表時に硝化菌のことを少し教え
てもらったがまだよく理解できていない部分もあるため、研究に
協力していただき、硝化菌や水質についての知識を深めていき
たい。
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